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今月号のここがポイント！

今月号は，バイオ，プラスチック関連の解説 3 編を掲載しました。

◎ 1 題目は，人工遺伝子回路に関する解説です。機能既知の生体分子パーツを組み

合わせて設計・再構成された遺伝子発現制御システムで，物質生産やバイオセン

サーの構築などへの応用が期待される技術です。

◎ 2 題目は，抗酸化活性などの機能から栄養補助食品としての利用が拡大している

エルゴチオネインの発酵生産に関する解説です。現在，エルゴチオネインはキノ

コ抽出物や化学合成品が用いられているため高価な化合物ですが，安価で安定供

給が期待される技術を紹介しています。

◎ 3 題目は，軟質ポリ L 乳酸（PLLA）フィルムの製造に役立つ技術を紹介しています。

環境問題に対応したプラスチックの開発は 20 年以上前から徐々に進んできました

が，昨今，海洋でのプラスチックの分解性が再び注目されるようになり，バイオ

マス由来であるポリ乳酸 (PLA) にもその期待が寄せられています。

　いずれも時流に合った技術を紹介しています。是非ご一読下さい。
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